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「未来市場を切り拓く!感動価値製品サービス、並びに脳力開発、関連ビジネス
成功戦略」を販売開始
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■■ 要約 ■■

マーケティングリサーチを行う株式会社クロス・マーケティング（代表取締役
社長 五十嵐 幹 ）は、インターネットに関するマーケティング並びにコンサル
ティングを行う株式会社ＡＱＵ先端テクノロジー総研（代表取締役社長 子安
克己 千葉市中央区）がまとめた調査資料、「未来市場を切り拓く!感動価値
製品サービス、並びに脳力開発、関連ビジネス成功戦略」を販売開始しました。

詳細ページ：http://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=643

■■ 商品概要 ■■

コンピュータ、情報通信などの最先端の研究開発の現場では、従来の高性能化、
知能化等を目指した研究開発のあり方から、環境との共生や生命化といった
新しい流れが起きている。

とくに、生命、生物に学ぶといった考え方が研究開発にとっても大切であり、
と同時に従来の専門領域から、周辺領域との融合へと進んでいる。そのため、
生物学、化学、ライフサイエンス、ナノテクノロジーなどの技術を取り入れ
つつ、またＱｏＬ（Quality of Life）、ユーザビリティ（使いやすさ）、
サービス科学なども研究しつつ、総合的に研究される傾向にある。

弊社では、長年、ＩＣＴ(Information and Communication Technology)関連の
調査研究に従事してきたが、今後は生命、生物に学ぶ研究開発が華開き、
脳科学をはじめ、脳や心のメカニズムを重視する傾向が、ますます高まるもの
と考えている。

そのような中で、感動脳こそ未来を創造するパワーになる、と考える。

たとえば、東日本大震災や原発事故のニュースに慣れてしまった最近におい
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て、サッカーＷ杯ドイツ大会、なでしこジャパン世界一の奇跡的ともいえる
快挙は、日本人の心に勇気と力を与えてくれた。また、昨年、小惑星探査機
『はやぶさ』が、地球から約3億キロ離れた小惑星『イトカワ』より無事帰還
した世界的快挙は、今なお感動的記憶として心に残っている。さまざまなニ
ュースの中には、比較的暗い話題が多いようにも思われるが、感動を与えて
くれる話題も決して少なくはない。感動こそ、未来を切り拓くパワーになるに
違いない。

当調査報告書は、情報通信技術（ＩＣＴ）の未来を展望して、脳や生命システ
ムから学ぶテクノロジーの最前線をとらえ、そして無限の可能性を秘める脳関
連ビジネスを多面的に調査したものである。

主な内容としては、脳・生命システムに学ぶ情報通信技術（ＩＣＴ）の未来、
脳科学と感動ビジネス、脳力開発とビジネス成功戦略などである。なお当レポ
ートでは、最先端研究、ビジネスの動向のほか、全体のバランスを考え、従来
の調査に加えて、脳力開発のソフト面すなわち、最先端 ! 脳力開発トレーニ
ング法、最先端発想法等についても言及している。総じて、ビジネスの全体像
をとらえることができたと自負している。

当調査が皆様のビジネス開発、研究開発、製品サービス開発に少しでも寄与で
きましたら幸いである。
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■■ 概要 ■■

資 料 名：未来市場を切り拓く!感動価値製品サービス、並びに脳力開発、
関連ビジネス成功戦略
発 刊 日：2011年8月  
調査・発行：株式会社ＡＱＵ 先端テクノロジー総研
販 売：株式会社クロス・マーケティング
判 型：A4版 116ページ
頒 価：
■製本 31,500円（本体 30,000円＋消費税1,500円）
■CD-ROM 42,000円（本体 40,000円＋消費税2,000円）
■製本＋CD-ROM 52,500円 (本体 50,000円＋消費税2,500円）
別途送料500円

詳細ページ：http://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=643

【お申し込み方法】
上記URLよりお申し込みください。

【お支払い方法】
法人様・・銀行振込みの後払いとなります。
商品と同封、または別送にて請求書と納品書をお送りいたしますので、振込み
期日までに指定口座へお振込みください。

個人様・・銀行振込みの前払いとなります。
お申し込み後に請求書をお送りいたします。
ご入金が確認されましてから、商品を発送いたします。

https://www.prerele.com/releases/date_list/2011/08
http://www.google.com/calendar/event?action=TEMPLATE&dates=20110801%2F20110802&text=%E3%80%90%E3%83%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88%E8%B2%A9%E5%A3%B2%E3%80%91%E3%80%8C%E6%9C%AA%E6%9D%A5%E5%B8%82%E5%A0%B4%E3%82%92%E5%88%87%E3%82%8A%E6%8B%93%E3%81%8F%21%E6%84%9F%E5%8B%95%E4%BE%A1%E5%80%A4%E8%A3%BD%E5%93%81%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B9%E3%80%81%E4%B8%A6%E3%81%B3%E3%81%AB%E8%84%B3%E5%8A%9B%E9%96%8B%E7%99%BA%E3%80%81%E9%96%A2%E9%80%A3%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%8D%E3%82%B9%E6%88%90%E5%8A%9F%E6%88%A6%E7%95%A5%E3%80%8D%E3%82%92%E8%B2%A9%E5%A3%B2%E9%96%8B%E5%A7%8B&details=https%3A%2F%2Fwww.prerele.com%2Freleases%2Fdetail%2F3310
http://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=643


■■ 株式会社クロス・マーケティングについて ■■

株式会社クロス・マーケティングは、国内130万人超の大規模モニターを軸に、
生活者の「生」の声を、主にインターネットを活用して収集するマーケティン
グリサーチ会社です。
生活者の嗜好の多様化や、商品サイクルの短期化に対応するため、ネットリサ
ーチの優位性である「スピード」「コスト」に加え、「品質」を最大限に重視
したリサーチサービスを展開しています。
調査企画から設計、実査、集計・分析レポートまで、マーケティングリサーチ
に関するあらゆるサービスをトータルにサポートいたします。

■■ 株式会社クロス・マーケティング 会社概要 ■■

名称：株式会社クロス・マーケティング
本社所在地：東京都中央区銀座8丁目15番2号 銀座COMビル6Ｆ
代表者：代表取締役社長 五十嵐 幹
設立：2003年4月  
URL：http://www.cross-m.co.jp/

■■ 本件に関するお問い合わせ先 ■■

株式会社クロス・マーケティング
Cross Shop 販売窓口担当
Tel：
Fax：
Mail：
Facebook：http://www.facebook.com/pages/Cross-Shop/164004066984033
twitter：http://twitter.com/cross_CS
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